
〔Material〕

Development of Online Teaching Materials for Children with Developmental Disabilities

―― Focusing on Hiragana Acquisition Author ――

Ayumi Shigenobu*

* Part- time Lecturer, Department of Nursing, Aino University Junior College

Abstract

This article describes the content and teaching method of “Manabi One,” an online teaching material

developed mainly by the author. The purpose of developing this teaching material is to select a teaching material

level that is suitable for the visual developmental age, and to understand the behavior and thinking characteristics of

the target child and select an instruction method. Additionally, VMI (Developmental Test of Visual-

Motorintegration) is used for assessment to measure visual function. In the future, I would like to empirically

clarify the effects of appropriate treatment on hiragana reading and writing using online teaching materials. The

target age group is expected to be 4 to 7 years old.
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〔資 料〕

発達障がい児を対象にしたオンライン教材の開発
――ひらがな習得の指導法を中心に――

重 信 あゆみ *

【要 旨】

本稿は，筆者を中心として開発したオンライン教材である「まなび one」の内容及び指導方法を

示したものである．本教材の開発目的は，視覚的発達年齢に適合した教材レベルを選定すること

及び対象児の行動思考特性を把握し，指導方法を選定することである．また，視覚機能を測るた

めのアセスメントには，VMI (Developmental Test of Visual-Motorintegration) を使用する．今

後は，ひらがなの読み書きに関してオンライン教材を使用して，適性処遇効果を実証的に明らか

にしたいと考えている．また，対象年齢は 4歳〜7歳を想定している．

キーワード：発達障がい児，オンライン教材，ひらがな習得

1．は じ め に

本稿は，筆者を中心として開発したオンライン教材

である「まなび one」の内容及び指導方法を示したも

のである．本教材の開発目的は，ひらがなの読み書き

に関して適性処遇効果を実証的に明らかにすることで

ある．文部科学省の 2022 年度の調査で，学習面又は

行動面で著しい困難を示すとされた児童生徒数の割合

は，小学校・中学校においては推定値 8.8% であった

(文部科学省初等中等教育局 特別支援教育課，2022)．

これは，2012 年に行った調査の推定値 6.5% よりも増

加傾向にあることを示している．また，学習面又は行

動面で著しい困難を示す児童の割合を学年別にみると，

第 1 学年では，12.0%，第 2 学年では，12.4%，第 3

学年では，11.0%，第 4 学年では，9.8%，第 5 学年で

は，8.6%，第 6 学年では，8.9% と，低学年ほど高く

なる．とくに，読み書きの基礎となるひらがなやカタ

カナの学習を行う 1，2 年生の割合は約 12% で，1 ク

ラス，35 人学級であれば 4.2 人が発達障がいの疑いが

ある児童ということになる．ひらがなは，今後の学習

や日常生活を送るうえで，最も重要な基礎学力である．

このような現状を踏まえて，一斉教育の中でどのよう

に個別最適な学びを実現していくのかを考える必要が

ある．

そこで，本教材のようなオンライン教材の活用が注

目される．というのも，オンライン教材では，一斉教

育をうけながら，各自に適した教材を準備することが

できるからである．2021 年は ICT 元年ともいわれ，

一人に一台の端末が利活用できるようになっている．

つまり，端末を利用することにより，一斉授業の中で，

個別に合わせた教材利用が可能となる．このような

ICT 教材の活用が「個別最適な学び」と「協働的な
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学び」を一体的に充実させるキーポイントとなること

は必至である．また，現在，発達障がい児童に特化し

たものや教科書に準拠したものを含め，多くのオンラ

イン教材がある．しかし，それらの教材を利用して，

どのように指導するのかというスキルをまとめたもの

がない．マニュアル化された指導法で，オンライン教

材を利用することにより，様々な機関と連携し，教育

の質を担保しながら，個々の状況にあわせた学習を行

うことができる可能性が高まる．教材と指導方法を合

わせた研究はこれまでなされてこなかった．そのため，

教材と指導方法の適性処遇効果を実証する本研究は意

義のあるものであると考える．

2．倫理的配慮

本研究は藍野大学研究倫理委員会での承認を得て実

施した．(承認番号；藍短倫 2022-008)

3．オンライン教材「まなび one」の開発

目的

本教材の開発目的は，ひらがな習得を困難にしてい

る理由をアセスメントにより評価し，それに適した指

導方法の実践により，ひらがな習得程度を向上させる

ことである．本教材によって，アセスメントと指導・

評価を一貫して行い，適性処遇効果を実証することを

目指す．

本教材は，オンラインアプリケーションを使用する．

その理由は多様な機関と連携し，一貫した指導を行う

ことができるからである．例えば，児童が所属するコ

ミュニティとしては学校，学童，放課後等デイサービ

スなどの福祉機関，家庭を挙げることができる．オン

ラインアプリケーションとすることで学校現場のみな

らず，多様な機関で教育が包括的に受けられる．さら

に，指導方法を確立しておくことで，一貫した教育を

受けることができる．このように，オンラインアプリ

ケーションを通じて，文部科学省が掲げる「チーム学

校」(初等中等教育局初等中等教育企画課教育制度改

革室，2016) を実現することができるのではないか．

このような試みは，現在のところなされておらず，

「チーム学校」の実現のためにも意義あることである．

また，本教材の使用対象年齢は 4 歳〜7 歳とする．

その理由は，4 歳段階で，VMI 指標に示されている

ように，斜め線 (／) や交差 (×) が捉えられ，視覚

的機能において文字習得の準備が整うからである．ま

た，そのような段階に合わせて指導者が特性に合わせ

た適切な対応を行うことで，文字習得への効果が上が

る可能性がある．

4．｢まなび one」アセスメント方法の開発

手順

1) アセスメントに使用する質問項目の設定手順

本研究では，指導方法を決定するために幼児・児童

の行動及び思考特性を把握する．また，教材のレベル

を選定するために，視覚の発達年齢を知る必要がある．

アセスメントは，以下の 3種類である．

a．生活面 (質問票)

生活面の質問票は，T. M. Achenbach が開発した適

応的・不適応的な機能を評価するための包括的なア

プローチである CBCL (Child Behavior Checklist)

(2000) を参考に作成した (表 1)．CBCL は，心理の

専門家以外の人が利用できるように作成されている．

CBCL シリーズの中でも本研究では，河内らによって

標準化された CBCL/6-18 (河内美恵，木原望美，瀬

戸屋雄太郎他，2011) 及び長沼らによって標準化され

た CBCL/1
1
2 -5 (長沼葉月，北道子，上林靖子他，

2012) を船曳，村井によって翻訳され日本語版の新様

式として発表されたものを参照し (船曳康子，村井俊

哉，2017)，行動・思考特性を知るための項目を設定

した．項目は，これまで特別支援教育の現場で活動し

ていた筆者と SE の山内との協議により設定した．ま

た，「まなび one」では，より簡便に利用できるよう

に言葉を簡易にした．

b．言語発達面 (質問票)

言語発達の質問票は，ASHA (American Speech-

Language-Hearing Association) のウェブページに掲

載されている “How Does Your Child Hear and Talk”

(2021) と NIDCD (National Institute on Deafness

and other Communication Disorders) のウェブページ

に紹介されている “Speech and Language Develop-

ment Milestones” (2022) を参考にして作成した (表

2)．これらの資料は，オープンリソースではあるが，

英語表記であるので，日本語に翻訳をした．

2) アセスメントに使用する視覚認知評価方法

c．視覚的発達年齢

Beery らによって発表されたVMI (Developmental

Test of Visual-Motorintegration) 検査を参考にし

(2010)，視覚的発達年齢を出す．VMI 検査は「目と

重信：発達障がい児を対象にしたオンライン教材の開発
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手の協応」の能力やそれに伴う視覚的発達年齢をみる

検査である．また，文化や地域にとらわれることなく

視覚的発達年齢を図ることができる．文字をとらえ，

表出するには，視覚的発達年齢が関係していると考え

られる．そのため，個々の視覚的発達年齢に合わせた

教材を選定する必要がある．

以上，a 及び b を以下に述べる指導者が行い，c は

対象となる幼児・児童が行うことで，行動思考特性，

視覚的発達年齢を把握する．

5．「まなび one」指導方法の開発手順

VMI で視覚的発達年齢を評価し，どのレベルの教

材から始めるかを決定する．教材は 1)〜4) をすべて

行う．それぞれの開発手順を示す．

1) からだがしほん；運動を 2分 30 秒間取り入れ，覚

醒レベルを調整する．

ドーパミン分泌と運動との関係については，近年研

究が進んできている (征矢，2021)．本研究において

藍野大学紀要・第 36 巻・2023

― 82 ―

表 1 生活面の質問項目

(1) 不注意 (2) 多動性・衝動性 (3) 不安 (4) こだわり・社会性 (5) 身体的愁訴 (6) 姿勢・運動

①年齢に比べて行動が
幼い気がする．

①いつもそわそわして
落ち着きがない．

①よく泣く． ①好きなものと興味がな
いものの差が激しい．

①怖い夢をよく見る． ①片足立ちを 20 秒
程度続けられない．

②おおざっぱ，あるい
はうっかりミスが多
い気がする．

②長く座っておけない．
すぐに座り方を変え
たり歩いたりする．

②はじめての場所をと
ても怖がる．

②特定の事柄について
名称や用語などを人
一倍たくさん覚えて
いる．

②下痢や便秘のときが
多い．

②手先がかなり
不器用．

③すぐに気が散る． ③人の話や質問を途中
で遮ってしまうこと
がよくある．

③間違いや失敗を極端
に怖れたり嫌がった
りする．

③感情がないような話
し方をする．

③ふらつくことがよく
ある．

③体育座りを維持
できない．

④なかなか順序通りに
できない．

④順番を待てない． ④誰からも愛されてい
ないと感じている．

④延々と繰り返したり，
ずっと続けることが
よくある．

④なぜかいつも疲れて
いる．

④いすに正しく
座れない．

⑤よくなくしものを
する．

⑤よく注目を集めよう
とする．

⑤緊張していることが
多い．

⑤いつも同じ手順や方
法でないと気がすま
ないことが多い．

⑤身体のいろいろな
ところがよく痛む．

⑤平均台を補助なしで
歩けない．

⑥途中でやめることが
多い．

⑥感情の変化が激し
い，あるいは唐突．

⑥五感が敏感すぎる．
神経質．

⑥上手なことと下手な
ことの差が激しい．

⑥頭痛持ち． ⑥つま先立ちで
後ずさりできない．

⑦混乱することが
ある．

⑦暴力を振るってしま
うことがよくある．

⑦人目を気にし過ぎる．⑦いわゆる TPO をなか
なか理解できない．

⑦よく気持ち悪く
なる．

⑦片足跳びが
できない．

⑧今は関係ないことや
どうでもいいような
ことについて考えて
いることがよくある．

⑧よく人をからかう． ⑧ 1人になりたがる． ⑧周りの子と関わろう
としないことが多い．

⑧眼に眼鏡で解決でき
ない問題がある．

⑧スキップをうまく
できない．

⑨よくボーっとして
いる．

⑨間違ったことをして
も後悔や反省が見ら
れない．

⑨どんな時でも寡黙． ⑨みんなで何かをする
という場面で，よく
違うことをする．

⑨発疹や蕁麻疹など皮
膚に何らかの症状が
よく現れる．

⑨ボールを投げたり
キャッチしたりする
のが難しい．

⑩聞き間違うことが
多い．

⑩ルールを守れない
ことが多い．

⑩動きたがらない． ⑩ぶっきらぼうで，言葉数
の少ない話し方をする．

⑩腰痛持ち． ⑩見たとおりに同じ動
作をするのが難しい．

⑪聞いてなかったり，
聞き返すことが多い．

⑪人のものを勝手に
使ったり，自分のも
のにしてしまってい
ることがよくある．

⑪よく自分を責める． ⑪相手の気持ちを考え
ながら話せない．

⑪よく嘔吐する． ⑪立っていないといけ
ないときに，よく壁
などに寄りかかって
いる．

⑫全員に出された指示
が伝わらないことが
多い．

⑫みんなで使うもので
も汚したり壊したり
してしまう．

⑫知られたくないと思っ
ていることが多い．

⑫相手にわかりやすく
話すことが難しい．

⑫緊張や不安がよく
発熱につながる．

⑫鉛筆や箸の持ち方に
とても特徴がある．

表 2 言語発達質問項目 4件法

(1) 3 歳相当 (2) 4 歳相当 (3) 5 歳相当

①日常生活における物事のほとんどについ
て (表情・手振りだけでなく) 言葉で表
現・指し示すことができる．

①隣の部屋やドアのかげなど見えないと
ころから話しかけても内容が伝わる．

①短い話を聞いて，それについての
かんたんな質問に答えられる．

② 3 語以上をつなげて言ったりたずねたり
できる．

②誰，何，どこ，いつ，といった質問に
答えられる．

②家庭や学校で聞く言葉のほとんどを
理解できる．

③家族や保育士のようにその子のことをよ
く知っている人は言っていることを理解
できる．

③その日のできごとなどを話す
(思いつくままでよい)．

③具体的な内容も含めて話せる．

④｢スプーンを取って，テーブルの上に置い
て」のような 2段階の指示を理解できる．

④｢みーちゃんが公園で転んで痛かった」
のように 4 文節以上，あるいは主語・
述語・修飾語を含めて話せる．

④語彙・文法・発音の観点からみて，
親しい間柄でなくても理解できる
ように話せる．



は，「歩く」「走る」「ジャンプ」などの全身運動を取

り入れ，覚醒レベルを調整する．その上で，認知機能

のトレーニングを行う．

2) カクカク写し；形をとらえるトレーニングである．

線を写し，空間把握能力と正確に写すという能力を向

上させる．

3) かるた；聞く力の向上，目と手の協応動作のト

レーニングである．ひらがなカルタはとくに音と文字

をマッチさせるためのトレーニングである．

4) ナゾーリ・ナゾーレ；ひらがなをゆっくり丁寧に

なぞることで，形をとらえ，触覚を利用して文字を習

得していく．さらに，なぞった文字を写すトレーニン

グを行う．

｢ナゾーリ・ナゾーレ」を 2 回繰り返す群，4 回繰

り返す群，6 回繰り返す群にランダムに振り分ける．

それらの群を比較し，文字を習得するためには，どの

くらいの繰り返し学習が有効であるのかを検討する

(図 1)．

6．｢まなび one」アセスメントの評価と適

した指導方法の選定

図形の模写により，図形の形のとらえ方やなぞり方

を検討し，視覚的発達年齢を評価する．その上で，ど

のレベルの教材から始めるのかを選定する．また，学

習は，指導法と学習教材が適正であるときに，効果的

に向上していくと考えられる．まずは対象幼児・児童

の行動特性を知り，特性に合わせた指導を行っていく．

表 3は，指導方法と実際の指導例を示した．アセスメ

ントをもとに，特性の型を表のように分類し，指導を

行っていく．

行動・思考特性は上記の CBCL を参考にして作成

したもの (表 1) 及び読み書きのアセスメント (表 2)

により判断する．本教材のアセスメントでは，4 件法

を用いて児童の行動や思考の特性を把握する．そして，

レーダーチャートを作成する．これは，幼児・児童の

指導に役立てることができる．行動・思考特性を知る

アセスメントは，「不注意」「多動・衝動」「不安」「こ

だわり・社会性」「身体的愁訴」「運動・姿勢」の 6項

目とした．これらは，集団生活を送っていくうえで，

行動面・心理面で困難を生じる可能性が高い項目であ

る．前者 4項目により，行動面及び心理面での特性を

知ることができる．後者 2項目で，身体面での状態を

把握しておく．前者 4 項目の評価により，対象幼児・

児童の指導方法を選定する．点数が最も高い項目を基

準として分類する．表 3に，アセスメント結果から得

られる行動・思考特性を組み合わせにより 15 分類し，

それに対する指導 (刺激) をまとめた．「運動・姿勢」

は，姿勢を保つ体幹が備わっているのかどうか，器用

さ不器用さを評価する．当てはまる項目があれば，ど

の項目であるのかを検討する．姿勢を保つ事に困難を

きたすのであれば，補助具を使用することを推奨する．

また，不器用さがあるのであれば，指や腕を動かすた

めの運動を取り入れることを推奨する．また，言語面

の発達に関しては，別に読み書きのアセスメント (表

2) をとる．言語面のおよその発達年齢を把握し，指

導者が対象者の言語発達年齢に適した言葉掛けを行う

指標とする．

指導法は，応用行動分析 (ABA) を用いて行うこ

ととする．例えば，発達障がいをもつこどもに対する

対応法や特性については，長澤の研究が参考になる．

本研究においても対応法については，長澤の研究を参

考にして行うこととする (長澤，2021)．また，どの

ような特性をもつ幼児・児童に対しても，ワーキング

メモリの低さに配慮した「端的に伝える」，集中を高

めるために「最後を示しておく」，自己肯定感を高め

るための「否定語は使わない」「できたことを具体的

にほめる」「励まし続ける」という指導は，共通して

行う．

指導者の選定は，例えば，児童福祉施設では児童発

達支援管理者であったり，学校であれば担任や特別支

援学級の担任のように対象幼児・児童の日ごろの様子

を全体的に把握できる者とする．というのも，上記に

挙げた者は，個別の支援計画を作成することができる

からである．個別の支援計画を作成するためには，児

童の生育歴，日ごろの活動実態を把握しておく必要が

ある．また，教材を使用する際の指導者とは，上述し

た者及び補助者 (例えば児童指導員や支援員) が行う．

なお，補助者は，児童発達支援管理者や担任教員の監

督指導もとで指導を行う．

指導を行っていくうえで，個人の特性と個人の環境

は相互に影響している．そこで，指導の環境をユニ

バーサルデザインに基づいて整備する．とくに，指導

を行う際には，刺激量を減らし，構造化しておくこと

が重要である．図 2，3 に構造化した指導の環境の例

を示した．

重信：発達障がい児を対象にしたオンライン教材の開発
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図 1 ｢まなび one」のトレーニング例



重信：発達障がい児を対象にしたオンライン教材の開発

― 85 ―

表
3
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
い
た
思
考
・
行
動
特
性
と
指
導
法
(刺
激
)

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

(5
)

(6
)

(7
)

(8
)

(9
)

(1
0)

(1
1)

(1
2)

(1
3)

(1
4)

(1
5)

(1
6)

行
動
･

思
考
特
性

不
注
意

こ
だ
わ
り

多
動
・
衝
動

不
安

不
注
意
・

こ
だ
わ
り

不
注
意
・

多
動
／
衝
動

不
注
意
・
不
安

こ
だ
わ
り
・

多
動
／
衝
動

こ
だ
わ
り
・
不
安

不
安
・

多
動
／
衝
動

不
注
意
・

こ
だ
わ
り
・

多
動
／
衝
動

不
注
意
・

こ
だ
わ
り
・

不
安

不
注
意
・

多
動
／
衝
動
・

不
安

こ
だ
わ
り
・

多
動
／
衝
動
・

不
安

不
注
意
・

こ
だ
わ
り
・

多
動
／
衝
動
･不
安

と
く
に

な
し

指
導
法

(刺
激
)

①
増
や
し
た
い

行
動
は
ほ
め

る
．

②
減
ら
し
た
い

行
動
は
無
視

す
る
．

③
確
認
を
す
る
．

①
マ
イ
ル
ー
ル

の
修
正
で
は

な
く
，
今
回

の
ル
ー
ル
の

趣
意
を
説
明

す
る
．

②
気
づ
か
せ
る

よ
う
に
導
く
.

①
増
や
し
た
い
行

動
は
ほ
め
る
．

→
断
っ
た
上

で
，
触
れ
る

な
ど
．

②
減
ら
し
た
い

行
動
は
無
視

す
る
．

③
危
険
な
こ
と

は
，
止
め
る
.

(自
傷
･
他
害

を
含
め
る
)

→
肯
定
的
な

短
い
言
葉
で

伝
え
る
．

①
パ
タ
ー
ン
化

し
て
お
く
.

→
失
敗
を
さ

せ
な
い
．

②
次
に
行
う
こ

と
の
見
通
し

を
立
て
る
．

③
方
略
を
い
く

つ
か
考
え
て

お
く
．

①
増
や
し
た
い
行

動
は
ほ
め
る
．

②
減
ら
し
た
い

行
動
は
無
視

す
る
．

③
危
険
な
こ
と

は
止
め
る
．

④
確
認
す
る
と

き
は
，
視
覚

化
す
る
．

①
増
や
し
た
い
行

動
は
ほ
め
る
.

→
断
っ
た
上

で
，
触
れ
る

な
ど
．

②
減
ら
し
た
い

行
動
は
無
視

す
る
．

③
危
険
な
こ
と

は
，
止
め
る
.

(自
傷
･
他
害

を
含
め
る
)

→
肯
定
的
な

短
い
言
葉
で

伝
え
る
．

①
ル
ー
ル
を
明
確

に
し
て
お
く
．

②
増
や
し
た
い
行

動
は
す
ぐ
さ
ま

ほ
め
る
．

③
減
ら
し
た
い

行
動
は
無
視

す
る
．

な
ど

①
マ
イ
ル
ー
ル
の

修
正
で
は
な

く
，
今
回
の

ル
ー
ル
の
趣
意

を
説
明
す
る
．

②
気
づ
か
せ
る
よ

う
に
導
く
．

③
増
や
し
た
い
行

動
は
ほ
め
る
.

→
断
っ
た
上

で
，
触
れ
る

な
ど
．

④
減
ら
し
た
い

行
動
は
無
視

す
る
．

⑤
危
険
な
こ
と

は
，
止
め
る
.

(自
傷
･
他
害

を
含
め
る
)

→
肯
定
的
な

短
い
言
葉
で

伝
え
る
．

①
パ
タ
ー
ン
化

し
て
お
く
.

→
失
敗
を
さ

せ
な
い
．

②
次
に
行
う
こ

と
の
見
通
し

を
立
て
る
．

③
方
略
を
い
く

つ
か
考
え
て

お
く
．

④
ル
ー
ル
を
明

確
化
す
る

①
パ
タ
ー
ン
化

し
て
お
く
.

→
失
敗
を
さ

せ
な
い
．

②
次
に
行
う
こ

と
の
見
通
し

を
立
て
る
．

③
方
略
を
い
く

つ
か
考
え
て

お
く
．

①
マ
イ
ル
ー
ル
の

修
正
で
は
な

く
，
今
回
の

ル
ー
ル
の
趣
意

を
説
明
す
る
．

②
気
づ
か
せ
る
よ

う
に
導
く
．

③
増
や
し
た
い
行

動
は
ほ
め
る
．

→
断
っ
た
上

で
，
触
れ
る

な
ど
．

④
減
ら
し
た
い

行
動
は
無
視

す
る
．

⑤
危
険
な
こ
と

は
，
止
め
る
.

(自
傷
･
他
害

を
含
め
る
)

→
肯
定
的
な

短
い
言
葉
で

伝
え
る
．

①
マ
イ
ル
ー
ル
の

修
正
で
は
な

く
，
今
回
の

ル
ー
ル
の
趣
意

を
説
明
す
る
．

②
気
づ
か
せ
る
よ

う
に
導
く
．

①
ル
ー
ル
を
明
確

に
し
て
お
く
．

②
増
や
し
た
い
行

動
は
す
ぐ
さ
ま

ほ
め
る
．

③
減
ら
し
た
い

行
動
は
無
視

す
る
．

な
ど

①
マ
イ
ル
ー
ル
の

修
正
で
は
な

く
，
今
回
の

ル
ー
ル
の
趣
意

を
説
明
す
る
．

②
気
づ
か
せ
る
よ

う
に
導
く
．

③
増
や
し
た
い
行

動
は
ほ
め
る
.

→
断
っ
た
上

で
，
触
れ
る

な
ど
.

④
減
ら
し
た
い

行
動
は
無
視

す
る
．

⑤
危
険
な
こ
と

は
，
止
め
る
.

(自
傷
･
他
害

を
含
め
る
)

→
肯
定
的
な

短
い
言
葉
で

伝
え
る
．

①
マ
イ
ル
ー
ル
の

修
正
で
は
な

く
，
今
回
の

ル
ー
ル
の
趣
意

を
説
明
す
る
．

②
気
づ
か
せ
る
よ

う
に
導
く
．

③
増
や
し
た
い
行

動
は
ほ
め
る
.

→
断
っ
た
上

で
，
触
れ
る

な
ど
.

④
減
ら
し
た
い

行
動
は
無
視

す
る
．

⑤
危
険
な
こ
と

は
，
止
め
る
.

(自
傷
･
他
害

を
含
め
る
)

→
肯
定
的
な

短
い
言
葉
で

伝
え
る
．

指
導
例

①
一
つ
ず
つ
問

題
を
行
う
.

→
問
題
を

行
っ
て
い
る

こ
と
を
褒
め

る
．

②
指
導
の
途
中

で
確
認
を
す

る
．

③
声
に
出
し
て

確
認
を
す
る
.

な
ど

①
マ
イ
ル
ー
ル

と
は
違
う
こ

と
を
事
前
に

確
認
を
し
て

お
く
．

②
｢確
か
に
」

「
そ
う
だ
ね
」

と
受
け
入
れ

つ
つ
，
他
の

方
法
も
あ
る

こ
と
を
提
案

す
る
.

な
ど

①
一
つ
ず
つ
問

題
を
行
う
.

→
問
題
を

行
っ
た
こ
と

を
ほ
め
る
．

②
や
り
直
し
で

は
な
く
，
類

似
の
問
題
を

行
う
．

③
一
問
ず
つ
前

に
持
っ
て
こ

さ
せ
る
.
(意

図
的
に
運
動

を
い
れ
る
)

な
ど

①
方
略
は
一
緒
に

考
え
，
視
覚
化

し
て
お
く
．

②
予
告
す
る
．

③
失
敗
し
た
と

き
に
は
，「
こ

う
い
う
時
も

あ
る
」「
次
が

ん
ば
ろ
う
」

と
思
え
る
声

か
け
を
す
る

な
ど

①
今
何
を
す
る
時

間
な
の
か
を
確

認
す
る
．

②
わ
か
ら
な
い

と
き
に
は
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド

を
出
す
．

③
取
り
組
ん
だ

こ
と
(チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き

た
こ
と
)
を

ほ
め
る
.

な
ど

①
一
つ
ず
つ
問

題
を
行
う
.

→
問
題
を

行
っ
た
こ
と

を
ほ
め
る
．

②
や
り
直
し
で

は
な
く
，
類

似
の
問
題
を

行
う
．

③
一
問
ず
つ
前

に
持
っ
て
こ

さ
せ
る
.
(意

図
的
に
運
動

を
い
れ
る
)

な
ど

①
類
似
の
問
題

を
行
う
．

②
見
本
を
示
し

て
お
く
．

③
興
味
を
も
つ

こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
例

を
用
い
る
.

な
ど

①
マ
イ
ル
ー
ル

と
は
違
う
こ

と
を
事
前
に

確
認
を
し
て

お
く
.

②
｢確
か
に
」

「
そ
う
だ
ね
」

と
受
け
入
れ

つ
つ
，
他
の

方
法
も
あ
る

こ
と
を
提
案

す
る
．

③
一
つ
ず
つ
問

題
を
行
う
.

→
問
題
を

行
っ
た
こ
と

を
ほ
め
る
．

④
や
り
直
し
で

は
な
く
，
類

似
の
問
題
を

行
う
．

⑤
一
問
ず
つ
前

に
持
っ
て
こ

さ
せ
る
.
(意

図
的
に
運
動

を
い
れ
る
)

な
ど

①
方
略
は
一
緒
に

考
え
，
視
覚
化

し
て
お
く
．

②
予
告
す
る
．

③
失
敗
し
た
と

き
に
は
，「
こ

う
い
う
時
も

あ
る
」「
次
が

ん
ば
ろ
う
」

と
思
え
る
声

か
け
を
す
る

な
ど

①
方
略
は
一
緒
に

考
え
，
視
覚
化

し
て
お
く
．

②
予
告
す
る
．

③
失
敗
し
た
と

き
に
は
，「
こ

う
い
う
時
も

あ
る
」「
次
が

ん
ば
ろ
う
」

と
思
え
る
声

か
け
を
す
る

な
ど

①
マ
イ
ル
ー
ル

と
は
違
う
こ

と
を
事
前
に

確
認
を
し
て

お
く
．

②
｢確

か
に
」

「
そ
う
だ
ね
」

と
受
け
入
れ

つ
つ
，
他
の

方
法
も
あ
る

こ
と
を
提
案

す
る
．

③
一
つ
ず
つ
問

題
を
行
う
.

→
問
題
を

行
っ
た
こ
と

を
ほ
め
る
．

④
や
り
直
し
で

は
な
く
，
類

似
の
問
題
を

行
う
．

⑤
一
問
ず
つ
前

に
持
っ
て
こ

さ
せ
る
.
(意

図
的
に
運
動

を
い
れ
る
)

な
ど

①
マ
イ
ル
ー
ル

と
は
違
う
こ

と
を
事
前
に

確
認
を
し
て

お
く
．

②
｢確
か
に
」

「
そ
う
だ
ね
」

と
受
け
入
れ

つ
つ
，
他
の

方
法
も
あ
る

こ
と
を
提
案

す
る
.

な
ど

①
類
似
の
問
題

を
行
う
．

②
見
本
を
示
し

て
お
く
．

③
興
味
を
も
つ

こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
例

を
用
い
る
.

な
ど

①
マ
イ
ル
ー
ル

と
は
違
う
こ

と
を
事
前
に

確
認
を
し
て

お
く
．

②
｢確

か
に
」

「
そ
う
だ
ね
」

と
受
け
入
れ

つ
つ
，
他
の

方
法
も
あ
る

こ
と
を
提
案

す
る
．

③
一
つ
ず
つ
問

題
を
行
う
．

→
問
題
を

行
っ
た
こ
と

を
ほ
め
る
．

④
や
り
直
し
で

は
な
く
，
類

似
の
問
題
を

行
う
．

⑤
一
問
ず
つ
前

に
持
っ
て
こ

さ
せ
る
.
(意

図
的
に
運
動

を
い
れ
る
)

な
ど

①
マ
イ
ル
ー
ル

と
は
違
う
こ

と
を
事
前
に

確
認
を
し
て

お
く
．

②
｢確

か
に
」

「
そ
う
だ
ね
」

と
受
け
入
れ

つ
つ
，
他
の

方
法
も
あ
る

こ
と
を
提
案

す
る
．

③
一
つ
ず
つ
問

題
を
行
う
．

→
問
題
を

行
っ
た
こ
と

を
ほ
め
る
．

④
や
り
直
し
で

は
な
く
，
類

似
の
問
題
を

行
う
．

⑤
一
問
ず
つ
前

に
持
っ
て
こ

さ
せ
る
.
(意

図
的
に
運
動

を
い
れ
る
)

な
ど

備
考

(3
)
と
同
様
の

対
応
+
視
覚
化

し
て
確
か
め
る

(2
)
と
(3
)
の

対
応
と
同
様

(4
)
の
対
応
+

ル
ー
ル
の
明
確
化

④
の
対
応
と

同
様

(2
)
と
(3
)
の

対
応
と
同
様

(2
)
と
同
様
の

対
応

(2
)
と
(3
)
の

対
応
と
同
様

②
と
③
の

対
応
と
同
様



1) ひらがな習得の評価方法

a ．字形が整った割合

b．読めなかった字が読める割合

c．書けなかった字が書けた割合

d．視覚の発達年齢の検査再テスト

さらに，本研究では，適切な指導方法によって教材

を使用することによって効果的にひらがなを習得でき

ることを前提としている．そのため，その指導方法に

ついても評価することが必要であると考える．以下に，

指導方法の評価方法を示した．

2) 指導方法の評価方法

本研究における指導方法とは，応用行動分析に基づ

くものとする．つまり，声掛けや指導者の対応という

藍野大学紀要・第 36 巻・2023

― 86 ―

図 2 1 対 1 の個別指導の場合の指導者と子どもの位置

図 3 1 対 2 以上の指導の場合の指導者と子どもの位置と列の構造化の仕方．視覚的に導線を示す．



刺激を適切に行うことによって，学習意欲を高め，ひ

らがな習得を効果的に行うことができる．刺激につい

ては，指導方法の評価は，客観性を以てすることがで

きるように以下の 3つとする．

a．何語文で伝えているか．

b．言葉の内容 (ポジティブかネガティブ)

c ．動画資料により言葉掛けが適切かどうかを評価

する．

以上，本研究で使用する「まなび one」の内容と使

用方法，そして指導方法を述べた．

次にアセスメントに基づいた教材の選定と指導法に

ついて説明する．

7．「まなび one」使用手順

1) 使用者への同意手順 本人と保護者への同意手順

使用によるリスクの説明など

藍野大学研究倫理委員会の許可を得た後 (2023 年 3

月)，「まなび one」の実証研究への参加同意の説明を

2023 年 4 月に協力事業者である株式会社ビーナスの

キッズ部門の責任者である織田氏に使用による効果の

大小を含めて説明をした．その後，各事業所の責任者

に「まなび one」使用にあたっての説明会を開いた．

実際にアプリケーションを見せながら効果の大小を説

明した．その後，保護者に対して，実証研究への参加

を呼びかけ，同意を得た保護者の児童に「まなび

one」を使用してもらっている．児童に対しては代理

人である保護者から児童にわかりやすく説明し、児童

の理解をもって代理人の保護者が同意したことによる

同意とみなした．

2) 使用手順

①指導までの流れ (A；使用者及び指導者 B；ア

プリケーションの管理者)

指導を行うまでの流れを以下に示した．なお，以下

の a-h までの期間は保護者から児童にわかりやすく

説明し、児童の理解をもって代理人の保護者が同意し

たことによる同意を得てから 1週間程度としている．

a．タブレットの準備；Amazon Fire HD 10 を使

用するのが望ましい．用意が難しい場合はその

他の 10 インチ Android タブレットで代用可と

する．

b．参加者の名前及び生年月日の入力 (実施者；

A)

c ．参加者の名前と生年月日は，まなび one 内，

あるいは入力のためのページを設け，直接入力

してもらう．入力されたデータは暗号化され，

安全にデータベースに記録される．

d．名簿より参加者を管理データへ移行する．(実

施者；B)

e ．管理データの入力が済み次第，A へ完了の通

知を行う．

f ．指導者が質問票を記入し，子どもに視覚のテス

トを行ってもらう．但し，視覚のテストはすべ

て行うのではなく，幼児・児童の様子を観察し

て，集中が切れてきた時にはやめる．

g．アセスメント結果より，指導法を確定し，A

から Bに通知する．

h．各児童の教材を配信し，確定された指導法の

ルールに従って指導を行う．

アセスメントは個別の支援計画を作成することがで

きるような対象幼児・児童の生育歴や活動実態を把握

できる指導者が記入することで，新たな気づきを促し，

今後の指導へと繋げていくことができる．また，オン

ラインで，個人情報を暗号化することより，個人情報

の漏洩を防ぐことができる．

8．使用に向けてのプレ実施

現在，協力事業者である株式会社ビーナスの児童部

門に所属する幼児及び児童，30 名の対象者にプレ実

施を行い，改善が必要な部分について修正し，実施し

ている．今後は，協力事業者を増やし，本研究を拡大

していく．

9．ま と め

本稿では，オンライン教材である「まなび one」の

内容及び指導方法を示した．「まなび one」は，これ

まで，別々で行われていたトレーニングをまとめ，そ

れらが統合されることによって効果的に文字習得を図

ることができるという仮説をもとに開発をした．また，

個人の特性を知るためのアセスメントは，CBCL 及び

VMI を使用し，それらの評価に基づいて指導法を決

定し，教材のレベルを選定する．これらが適性に実践

されることでひらがな習得の適性処遇効果を実証的に

検証することができる．今後は，本研究への参加者を

さらに増やし，本研究で開発したアセスメントを含ん

だオンライン教材の有効性について検証していく．

重信：発達障がい児を対象にしたオンライン教材の開発
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